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1.  平成21年12月期第1四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第1四半期 7,533 △39.5 △147 ― △118 ― △70 ―
20年12月期第1四半期 12,445 18.3 365 ― 397 ― 199 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第1四半期 △1,297.34 ―
20年12月期第1四半期 3,617.04 3,586.52

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第1四半期 10,536 4,514 37.3 72,600.89
20年12月期 11,550 4,605 35.8 74,773.64

（参考） 自己資本  21年12月期第1四半期  3,928百万円 20年12月期  4,101百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 0.00 ― 1,300.00 1,300.00
21年12月期 ―
21年12月期 

（予想）
0.00 ― 1,300.00 1,300.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

15,900 △37.8 △180 ― △190 ― △280 ― △5,066.68

通期 31,600 △35.2 220 △79.8 200 △84.4 30 △84.4 542.86
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 
実際の業績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 1 社 （社名
株式会社ワールドサーチアンドコン
サルティング

）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第1四半期 55,760株 20年12月期 55,745株
② 期末自己株式数 21年12月期第1四半期 1,654株 20年12月期 482株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第1四半期 55,760株 20年12月期第1四半期 55,705株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退の影響による生産・輸出の減少があり、企業収

益は大幅に悪化し、更にそれに伴う雇用情勢の悪化や設備投資の抑制、個人消費の低迷など、景気は過去に経験のない

ほどの激しい落ち込みを見せております。 

当社グループが属する人材ビジネス業界においても、大手製造業メーカーの大幅減産に伴う派遣契約の打ち切り、解

除が行われるなど、業界を取り巻く環境が一段と厳しい状況が続いております。競合他社の中には製造派遣からの全面

撤退が見られる一方、請負化への動きも加速しております。 

このような状況下、当社グループは製造派遣から請負化へ向けた展開と、顧客からの雇用調整に対する対応を進める

一方、間接部門のスリム化と不採算部門の縮小・撤退を行うと同時に、強化事業への資源傾注及び将来を見据えたきめ

細かな顧客対応と市場開拓を展開してまいりました。 

この結果、第１四半期連結累計期間の売上高は7,533百万円（前年同期比39.5％減）、営業損失は147百万円（前年同

期は営業利益365百万円）、経常損失は118百万円（前年同期は経常利益397百万円）、四半期純損失は70百万円（前年

同期は四半期純利益199百万円）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりです。 

  

（ファクトリー事業）   

ファクトリー事業は主力の製造メーカーの生産調整に伴う売上高の減少が影響し、売上高は3,718百万円(前年同期比

52.9％減)、営業利益は43百万円（前年同期比92.4％減）となりました。 

（テクノ事業） 

テクノ事業は大口顧客の生産調整がある中、新規採用した技術社員の先行投資等の影響もあって、売上高は1,474百

万円（前年同期比20.8％減）、営業利益は17百万円(前年同期比84.8％減)となりました。 

（Ｒ＆Ｄ事業） 

Ｒ＆Ｄ事業は景気後退の影響が少なく積極的な営業活動の中で、売上高は518百万円（前年同期比21.7％増）、営業

利益は53百万円（前年同期比95.5％増）となりました。 

（各種サービス事業） 

各種サービス事業は採算重視の事業見直しの中で不採算部門の縮小・撤退を行い、売上高は213百万円(前年同期比

36.5％減)、営業損失は１百万円（前年同期は営業損失17百万円）となりました。 

（情報通信事業）  

情報通信事業は携帯ショップ事業の落ち込みがある中で販売体制の見直し、経費の抑制等から、売上高は1,608百万

円（前年同期比16.8％減）、営業利益は17百万円(前年同期は営業損失30百万円)となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

㈱ワールドインテック(2429)　平成21年12月期第１四半期決算短信


















